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採光型 
太陽電池モジュール 

製造技術 

ナノテクノロジー 
（超微細加工技術） 

フジプレアムは、3つのコア技術で時代を拓きます。 

液晶ディスプレイ用偏光板フィルム、 

リアプロジェクション用光学スクリーン、 

ダイレクトフィルター（ガラスレスタイプ 

POP用光学フィルター）の製造・販売 

採光型太陽電池モジュール、 

太陽光発電応用製品の製造・販売 

放射光による超微細加工技術の研究 

最先端テクノロジーで、 
ディスプレイデバイス業界を牽引。 

時代の基幹技術「ナノテクノロジー」を、 
産学官で共同研究。 

独自の技術で、環境保護と 
エコエネルギーの普及に貢献。 

フジプレアムは、研究開発型企業として 3 つのコア技術を基本に、 

時代と顧客のニーズに的確に応え、人々の豊かな暮らしに貢献することを目指しています。 

日々急速な進歩を遂げるディスプレイデバイスの世界、 

持続可能な社会づくりに寄与するためのエコエネルギー市場、 

これからの未来を支えるナノテクノロジー市場において、 

さらなる技術の向上と、新たな技術の取得に努めています。 
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株主、投資家の皆様へ。 
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　株主の皆様には益 ご々清栄のことと、心よりお喜び申し上げます。 

　当社グループは、作ることから届けることまで、顧客のニーズに対

してトータルに提案できる企業でありたいと考えています。現在、情

報産業のフラットパネルディスプレイ関連事業と環境ビジネスのエコ

エネルギー関連事業を主要事業とし、永年培ってきた「精密貼合技

術」を核とした数々の技術、ノウハウを根幹として「ものづくり」に専

念し、更なる発展を続けていくことを経営の基本方針としております。 

　フラットパネルディスプレイ関連事業においては、アジア諸国をはじ

め世界各国で国際価格競争の時代に突入しており、当社グループ

では、シェアの拡大と企業発展のため、生産の技術的な統合を行い、

生産コストの削減や生産性の向上を図り、より高付加価値な製品づ

くりを目指します。 

　エコエネルギー関連事業においては、京都議定書の発効に伴い、

太陽光発電システム市場は着実に拡大すると予想されます。当社

グループでは、生産コストを大幅に削減して競争力の向上を図るとと

もに、更なる高付加価値製品の開発に取り組んで参ります。 

　さらに、研究開発を企業成長の推進力と位置づけ、常に積極的

な投資を行っており、次世代の成長事業として、「ナノテクノロジー」

の事業育成に本格的に取り組むべく、経営資源を重点的に配分し、

業界要因や固定取引先要因等、景気変動に左右されない強固な

経営基盤の確立と効率重視の経営を目指して参ります。 

　私たちは、このように3つのコア技術を基本に、「精密貼合」のリー

ディングカンパニーとして、世界に誇れる日本企業を目指し、チャレン

ジを続けて参ります。 



"プラズマ"とは、放電現象のこと。プラズマディスプレイパネル（PDP）は、

家庭用の蛍光灯と同じ原理で光ります。プラズマテレビは、赤（R)・緑（G）・

青（B）の色を付けた細かい蛍光灯をびっしりと敷き詰めたような構造

になっており、各点を発光させて画像を作りだしています。 

プラズマテレビの 
「光学フィルター」に迫る。 

当社PDP用光学フィルターを採用した 

大型プラズマテレビ 

■精密貼合技術・構造図 

様々な条件下で行われる異物混入、歪み、 
モアレなどの検査 
 

���プラズマディスプレイパネル（PDP）とは？ 

プラズマテレビは、すべての画素が発光するため、ブラウン管のようなち

らつきがありません。コントラストや輝度が高く、鮮明な画像が得られる

ので、スポーツなどの動画を美しく見ることができます。また、ブラウン管

にくらべて薄く、構造上、大面積化しやすいという特長をもつパネルです。 

���プラズマディスプレイパネルの特長は？ 

���フジプレアムの技術はどのように活かされているの？ 

実際は、3色の蛍光体を塗り分けられたマ

ス目状の小さな溝を、ガラス板で挟み、ガス

を充填した空間を作り、前後から電極で発

光させています。 

 

プラズマ本体 

近赤外線カットフィルム 

電磁波防止フィルム 

ガラス 

反射防止フィルム 

※機種によってフィルムの 
構成が異なります。 

60インチを超えてさらに厳密になる 
品質検査 

��	
� �
 �����	�	��

デジタル製品の表示画面には、各種の機能性フィルムを貼り合わせた「光

学フィルター」が採用されています。この「光学フィルター」は、電磁波・近

赤外線カットのほかに、色調補正や、外光反射を抑えるなど、画像を美し

く高精細に見せるために必要不可欠なもの。その「光学フィルター」を生

み出すために、フジプレアムの精密貼合技術が活かされているのです。 

今、人気のプラズマテレビには、薄い機能性フィルムを多層に貼り合わせた 

「光学フィルター」が採用されています。 

この「光学フィルター」は、画像を美しく高精細に見せるために欠かせないものです。 

今回は、国内外で圧倒的なシェアを誇る、フジプレアムのプラズマテレビに 

活かされる独自の技術について、クローズアップします。 

精密貼合技術 

ク ロ ー ズ ア ッ プ テ ク ノ ロ ジ ー  
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世界一の太陽電池生産・導入国「日本」。 

世界的にも急成長を続ける「太陽電池」市場。 

「太陽電池」を育てる。 

「太陽電池」製造の技術革新と、大量生産システム構築による 

低コスト化が求められています。 

■世界の太陽光発電市場と将来予測 

 

今、環境問題に対する関心の高まりから、急成長を続ける太陽電池

市場。なかでも、日本は世界一の太陽光発電システム導入量を誇り

ます。世界の地域別導入量（表1）を見ると、2003年の全世界累積導入

量が1,809Mw。トップの日本が860Mw、欧州が583Mw、アメリカが

275Mwとなっています。さらに、わが国の「新エネルギー法」に基

づく太陽光発電システムの導入目標（表2）は、4,820Mwを掲げており、

海外でも高い導入目標が掲げられ、市場拡大が予想されます。 

いま、環境問題に対する関心の高まりもあり、太陽電池市場が世界的に急成長を続けています。 

今回の特集では、エコエネルギー市場において、省エネルギーとCO2削減に貢献するために、 

独自の技術を開発するフジプレアムの取り組みと、今後の戦略についてご紹介します。 
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太陽電池市場が急成長を続ける背景には、国の補助制度と太陽

電池のコストダウンがあります。ユーザーへの導入時の補助金

交付制度や、事業者の研究開発への補助金などを通じて、機器価

格が低下。今後は、太陽電池の基幹部材となるシリコン製造など

の技術革新や、大量生産システム確立による、さらなる低コスト

化が求められます。特に、住宅用太陽光発電システム分野におい

て、企業独自の積極的戦略と技術革新が不可欠となるでしょう。 

特　集 

●表2 世界のPV導入量と計画 ●表1 世界の地域別導入量 

出典「Task1 Report IEA/PVPS 2004.9」 出典「The forecast of PV world market （NEDO）」 

累積導入量（単位：Mw） （単位：Mw） 

2000（実績） 
 2010（計画） 
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省エネ、環境配慮に貢献する新エネルギーとして、今後ますます期待される「太陽電池」。 

フジプレアムは、従来の概念にとらわれない柔軟な発想で、 

この、かけがえのないエネルギー「太陽電池」の本格的な普及を目指しています。 

柔らかな発想と、独自の技術で、 
「太陽電地」の新たな可能性を育んでいます。 

世界で初めてフィルムを採用 

採光型太陽電池モジュール（建材一体型） 

のしくみ 

■さらに用途を拡げる柔らかな 

「新形態採光型太陽電池モジュール」 

■独自技術から生まれた 

「採光型太陽電池モジュール」 

ガラス 

太陽電池セル（ソーラーセル） 

単結晶・多結晶・アモルファスなど 

フィルム 

太陽電池セル（ソーラーセル） 

単結晶・多結晶・アモルファスなど 

特集：「太陽電池」を育てる。 

ソーラークリエイト事業担当 

取締役　手塚  博文  

建材一体型太陽電池パネルメーカーとして、世界的なオンリーワン企業を目指します。 1

 

太
陽

※太陽の光エネルギーを電気に変えるものが太陽電池です。太陽電池はシリコンなどの半導体で作られ、N型
とP型があります。光が当たると電子（－）と正孔（＋）の対が次々と発生し、内部の電界により電子はN型に、
正孔はP型に引き寄せられ、これによって電位差が生じ、負荷を接続すると電流が流れだします。 

太陽の光エネルギーが 
降り注ぐ 

電子 

正孔 

表面電極 

N型半導体 

P型半導体 

P-N接合 

太陽電池の断面図 

フジプレアムが開発した「採光型太陽電池モジュール」は、独自の太陽

電池ラミネート技術によって、太陽電池セルを格子状などに配列し、強

化ガラスで挟み込んだ構造のシースルーモジュールです。意匠性も高

く、セルの間から外光を採り込むことができるので、窓ガラス部などに

設置が可能。既に国内・外のオフィス、商業施設などで採用実績があり

ますが、新たな活用モデルの開拓として、植物バイオビジネスをターゲ

ットにしたプラントの研究なども行っています。さらに、「新形態採光

型太陽電池モジュール」は、外光を採り込むことができるという優れた

特長を活かして、基材をガラスではなくフイルムを採用しています。 

これによって、従来は不可能とされていた曲面や特殊形状への設置

が可能となりました。ガラスを基材とする太陽電池と比べて1/10の

軽さを実現し、割れない太陽電池パネルが可能になり、幅広い用途に

対応することができます。フジプレアムは今後も、不可能を可能に変

える柔軟な発想力で、新たな技術開発に努め、太陽電池の本格的な普

及を目指し、環境保護につなげていきたいと考えています。 

太陽電池 

ランプ等の負荷 
裏面電極 

→電流 
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〈HSPの特長〉 
●交流100V／直流12Vの２電源 

●持ち運び可能なコンパクト設計 

●専門知識なしで簡単設置・増設 

太陽電池式LED照明灯 
「ソルファーロ」 

高積雪対応・防眩仕様の設置例 メンテナンスフリーの表示板時計台と一体化した当社製品 研究施設に採用された採光型
モジュール

建材一体型の太陽電池モジュール

画期的な「ハイブリッドソーラーパネルHSP」 
の新たな市場を創造します。 

様々な「太陽電池」応用商品の 
拡販に努めています。 

生産能力の向上、用途の多様化、コスト削減を 
目指して、新工場の設立を進めています。 

戦
 
略
 

2
戦
 
略
 

3

戦
 
略
 

4
フジプレアムは、独自の超大型太陽電池モジュール製造装置を開発

するなど、技術革新を絶え間なく続けています。少量・多品種を低コ

ストで実現できるフレキシブル・プロダクション・プロセスも構築。

このように、太陽電池モジュールの大量普及に欠かせない、生産能力

の向上による低コスト化、用途の多様化を目指しており、さらに、新

工場の設立も進めています。 

これまで、数百万円のコストと、大掛かりな電気工事が必要とされ

た太陽光発電システムを、DIY感覚ですぐに使用できるオールイン

ワンタイプの太陽電池「ハイブリッドソーラーパネルHSP」を開発し

ました。交流100Vを出力する小型インバータを内蔵し、持ち運びが

便利なコンパクト設計を実現しています。わが国は2010年までに

100万戸の住宅への太陽光エネルギー導入の目標を掲げており、今

後ますます市場拡大が予想される、一般家庭での身近なエネルギー源

として注目されています。さらに、発展途上国を中心とした村落電化

や独立電源システムとしても大いに期待されます。 

日本では過去に数々の大地震が繰り返し起きています。そこ

で防災への観点から、ソーラー式LED照明灯「ソルファーロ」

や、避難誘導灯「ソーラーピクト※」などを開発。この他、床下換

気用太陽電池パネル、交通標識用太陽電池システムなど様々

な太陽電池応用商品の開発を積極的に推進し、太陽電池市場

拡大によって地球温暖化防止に貢献しています。 

※リンテック（株）との共同開発商品です。 



　当連結会計年度におけるわが国経済は、景気の好調な米・中両国を

中心とした需要に支えられ、好調な輸出や企業収益の改善及び民間

設備投資の増加等により、堅調な景気回復が続くと思われておりま

したが、年度後半より、原油や資材価格の高騰等に加え、米・中両国経

済の引締め政策の影響で、国内景気全体の減速基調が徐々に鮮明に

なる中で推移しました。 

　このような環境のもと、当社グループは、市場が急速に拡大してい

るフラットパネルディスプレイ関連事業の伸長に注力し、生産拡大

への対応を行うと同時に、更なる生産性の向上を目的とした設備投

資にも積極的に取り組みました。 

　また、エコエネルギー関連事業におきましては、京都議定書の発効

を機に、クリーンエネルギーへの社会的関心は一層高まりを見せて

おり、自社太陽電池製品及び省エネルギーシステム関連商品の拡販や、

太陽電池を応用した新製品の開発等、積極的に事業展開いたしました。 

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

■営業の状況 

〈光学製品関連部門〉 

〈生産技術システム関連部門〉 

〈その他部門〉 

〈精密貼合関連部門〉 

　ディスプレイデバイス市場全般に広く試作対応を行った結果、平

成16年6月よりダイレクトフィルターの製造を本格的に開始いた

しました。生産量は安定的に伸長しており、当社グループにおける

中核事業へと成長しております。 

　液晶偏光板フィルムの製造におきましては、液晶テレビとプラズ

マテレビによる薄型テレビのシェア争いに伴って価格競争が熾烈

化し、業界の再編成が行われており、当社グループも少なからず影

響を受ける結果となりました。今後は、業界

の動向を十分に調査し、可能な限りリスク

を最小限に留めた事業展開を図っていく所

存であります。 

　前年に引き続き、設備投資の堅調な医療メーカー、食品メーカー

を中心に需要が増大いたしました。また、前

年から継続して手がけていた物件の検収が

当連結会計年度にずれこむ等、業績拡大の

要因となりました。 

　物流サービス事業におきましては、積極的な営業活動により取扱製

商品を増加させるとともに、作業品質の向上に努めました。また、アウ

トソーシング部門における業容の拡大により、収益も向上いたしました。 

 また、連結子会社であるフジサンエナジー（株）におきましては、前

年同様、公共用及び産業用市場並びに海外

市場に対する太陽電池モジュールの拡販に

努め、中でも産業用及び海外向けの受注が

拡大し、増収増益となりました。 

　PDP用光学フィルターの製造におきましては、急速な需要の拡大に伴

い、生産量が大幅に増加いたしました。また、生産性及び歩留りの向上を

目的とした生産ラインの再構築も積極的に実施し、売上の拡大とコスト

ダウンに努めました。 

　太陽電池モジュールの製造におきましては、世界的な市場の拡大に対

応するため、生産能力を増強し、自社製品である採光型太陽電池モジュー

ルを複層化した製品の増産を行う等、業績は順調に推移いたしました。 

　フィルムラミネートにつきましては、産業用のフィルムラミネー

トに対する需要が増加傾向にあり、また、自

社設備を用いて、超大型（長さ約9ｍ、幅約1.4

ｍ）ラミネートガラスの製造を行う等、大型

物件を中心に受注が増加いたしました。 

 

営業の状況  
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■財務ハイライト(連結)

■セグメント別売上高（連結） 

セ グ メ ン ト  
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

精 密 貼 合 関 連 部 門  

光 学 製 品 関 連 部 門  

生産技術システム関連部門 

そ の 他 部 門  

合　　　 　　計 

第22期（前期） 第23期（当期） 
対前期伸率（％） 

7,989 

5,652 

488 

1,188 

15,318

52.2 

36.9 

3.2 

7.7 

100.0

10,309 

6,382 

886 

2,226 

19,805

52.1 

32.2 

4.5 

11.2 

100.0

29.0 

12.9 

81.5 

87.4 

29.3

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

300

600

900

1,200

1,500

127

501

1,153

1,366

（百万円） 

〈売上高〉 〈営業利益〉 〈経常利益〉 〈当期純利益〉 

〈株主資本／株主資本比率〉 〈総資産〉 〈1株当たり当期純利益〉 〈1株当たり株主資本〉 

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（百万円） 

H14.3月期 
（第20期） 

5,678

9,391

15,318

19,805（百万円） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

300

600

900

1,200

1,500

114

487

1,456
（百万円） 

1,130

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

200

400

600

800

1,000

54

244

625

870

（百万円） 

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（円） 

1,297.86

310.78
639.46

5,587.41

0

100

200

300

400

500

600

700

800
（円） 

169.86

734.65

70.07 89.87

H14.3月期 
（第20期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

10

20

30

40

50

60
（百万円） （％） 

415
10.6

35.1 33.2

59.2

2,069
2,774

6,349

※当社は以下の有償株主割当増資及び株式分割を行っております。 
　（1）平成13年2月21日付で株式１株につき１株の有償株主割当増資（発行価格500円）を行っております。  

　（2）平成15年4月1日付で株式１株につき1.2株の分割を行っております。 

　（3）平成16年3月22日付で株式１株につき20株の分割を行っております。 

3,932

5,893

8,374

10,733

9



少数株主持分 20,073 12,531

負債、少数株主持分及び資本合計 

10

連結貸借対照表 

8,374,42110,733,118資 産 合 計  

5,225,199 

2,486,492 

2,212,065 

414,351 

112,289 

 

3,148,715 

2,814,832 

　　4,260 

329,622 

 

506

6,822,882 

3,748,512 

2,366,670 

489,433 

218,266 

 

3,886,782 

3,456,604 

　　3,986 

426,191 

 

23,453 

 

流動資産  

　　現金及び預金 

　　受取手形及び売掛金 

　　たな卸資産 

　　その他　 

 

固定資産  

　　有形固定資産 

　　無形固定資産 

　　投資その他の資産 

 

繰延資産  

  

 

 

 

資 産 の 部  

科　　目 科　　目 

負 債 の 部  

資 本 の 部  

負 債 合 計  5,586,9544,363,968

資 本 合 計  

4,080,247 

2,071,338 

1,000,000 

373,412 

428,330 

19,312 

187,853 
　　 

1,506,706 

  1,491,277 

1,028 

14,401

3,974,161 

2,180,307 

930,000 

255,632 

365,360 

23,994 

218,867 
　　 

389,806 

388,300 

524 

982

流動負債  

   支払手形及び買掛金 

　短期借入金 

　1年以内返済予定長期借入金 

　未払法人税等 

　賞与引当金 

　その他 
　 　  

固定負債  

　長期借入金 

　退職給付引当金 

　その他 

 

　資本金 

　資本剰余金 

　利益剰余金 

　その他有価証券評価差額金 

900,007 

716,668 

1,136,241 

22,018

2,000,007 

2,436,668 

1,917,356 

△4,955

2,774,935

8,374,421

6,349,076

10,733,118

金    額 （千円） 

当　　期 
（平成17年3月31日現在） 

前　　期 
（平成16年3月31日現在） 

当　　期 
（平成17年3月31日現在） 

前　　期 
（平成16年3月31日現在） 

※千円未満については切り捨てております。 

連結財務諸表（要旨） 
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連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書 

科　　目 科　　目 

15,318,667 

13,480,775 

684,330 

1,153,562 

5,881 

28,888 

 

19,805,304 

17,547,405 

890,927 

1,366,971 

 118,244 

28,283 

 

売上高  

　売上原価 

　販売費及び一般管理費 

営業利益 

　営業外収益 

　営業外費用 

 

 

1,130,554 

 

1,456,933 

 

経常利益 

 
15,076 

355 

1,145,275 

535,265 

△18,814 

3,535 

625,288

28,127 

1,662 

1,483,397 

612,738 

△7,285 

7,541 

870,402

　特別利益 

　特別損失 

税金等調整前当期純利益 

　法人税、住民税及び事業税 

　法人税等調整額 

　少数株主利益 

当期純利益 

 

511,768 

△1,543,001 

1,292,601 

△251 

261,116 

2,216,375 

2,477,492 

 

730,544 

△923,768 

1,404,774 

468 

1,212,019 

2,477,492 

3,689,512 

 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物に係る為替差額 

現金及び現金同等物の増加額 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

 

金    額 （千円） 金    額 （千円） 

当　　期 
 

前　　期 
 （平成16年4月1日から    

平成17年3月31日まで） 
（平成15年4月1日から    
平成16年3月31日まで） 

当　　期 
 

前　　期 
 （平成16年4月1日から    

平成17年3月31日まで） 
（平成15年4月1日から    
平成16年3月31日まで） 
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単独財務諸表（要旨） 

貸借対照表 

6,164,858 

5,530,076 

455,477 

179,305 

 

3,975,245 

3,448,171 

3,487 

523,586 

 

23,453

5,008,741 

4,514,110 

394 ,424 

100,205 

 

3,232,192 

2,801,413 

3,761 

427,017 

 

ー 

資 産 の 部  

流動資産  

　当座資産 

　たな卸資産 

　その他 

　　 

固定資産  

　有形固定資産 

　無形固定資産 

　投資その他の資産 

 

繰延資産  

資 産 合 計  

金    額 （千円） 

科　　目 

科　　目 

8,240,933 

 

 

10,163,557 

 

損益計算書 金    額 （千円） 金    額 （千円） 

18,612,660 
16,572,903 
754,829 
1,284,927 
117,481 
27,777 

 

14,812,253 
13,113,768 
573,665 
1,124,819 
5,945 
28,172 

 

売上高 

　売上原価 

　販売費及び一般管理費 

営業利益 

　営業外収益 

　営業外費用 

 

28,127 
1,662 

1,401,096 
589,674 
△ 7,285 
818,707 
713,087 
1,531,794

15,076 
355 

1,117,312 
534,653 
△ 18,814 
601,473 
300,901 
902,375

　特別利益 

　特別損失 

税引前当期純利益 

　法人税、住民税及び事業税 

　法人税等調整額 

当期純利益 

　前期繰越利益 

当期未処分利益 

1,374,632 

 

1,102,591 

 

経常利益 

 

利 益 処 分  

これを次の通り処分致します。 

 

1,531,794

248,220 

350,000 

933,574

902,375

1,531,794 902,375

89,288 

100,000 

713,087

合　　計 

3,943,158 
1,947,428 
1,373,412 
622,317 
1,506,706 
1,491,277 
1,028 
14,401 

 
 
 

3,460,236 
1,711,426 
1,185,632 
563,177 
389,806 
388,300 

524 
982 
 
 
 
 

流動負債  
　支払金及び買掛金 
　短期借入金 
　その他 
固定負債  
　長期借入金 
　退職給付引当金 
　その他 
 
 
 

資本金 
資本剰余金 
利益剰余金 
その他有価証券評価差額金 
 
 
 

 

負債合計  
 

3,850,042 
 

2,000,007 
2,436,668 
1,881,794 
△ 4,955 

 
 
 

900,007 
716,668 
1,152,375 
22,018 

 
 
 

5,449,864 
 
 

資 本 の 部  

資 本 合 計  

 負債、少数株主持分及び資本合計 

 

6,313,515 
 10,163,557

2,791,069 
 8,240,933

当期未処分利益 

利益配当金（1株につき25円） 

別途積立金 

次期繰越利益 

当　　期 
（平成17年3月31日現在） 

前　　期 
（平成16年3月31日現在） 科　　目 当　　期 

（平成17年3月31日現在） 
前　　期 

（平成16年3月31日現在） 

当　　期 
 

前　　期 
 

負 債 の 部  

 

（平成16年4月1日から平成17年3月31日まで） 
 

（平成15年4月1日から平成16年3月31日まで） 

※千円未満については切り捨てております。 
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会社概要  

■株式の状況 （平成17年3月31日現在） 

■大株主 

■株式分布状況 

所有者別株主数 

外資系 18名 
1.9％ 

証券会社10名 
0.34％ 

法人 101名 
14.4％ 

金融機関 4名 
0.12％ 

会社が発行する株式の総数 

発 行 済 株 式 の 総 数  

株 主 数  

松 本 實 藏  

松 本 庄 藏  

東 レ 株 式 会 社  

リ ン テ ッ ク 株 式 会 社  

旭 硝 子 株 式 会 社  

松 本 倫 長  

ジェイアンドエム有限会社 

松 本 春 代  

松 本 守 雄  

藤 田 和 也  

5,012,800株 

618,000株 

520,000株 

312,000株 

312,000株 

135,600株 

130,800株 

120,000株 

110,000株 

86,000株 

35,000,000株 

9,928,800株 

5,559名 

■会社概要 （平成17年3月31日現在） 

商 　　　　　号  

 

本 社 所 在 地  

設 　　　　　立 

代 　 　 表 　 　 者  

資 　 　 本 　 　 金  

事 　 業 　 内 　 容  

 

 

 

従 　 業 　 員 　 数  

営 業 所 及 び 工 場  

 

連結対象となる子会社 

主 要 取 引 銀 行  

■取締役及び監査役 （平成17年6月29日現在） 

代 表 取 締 役 社 長  

取 締 役 副 社 長  

専 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

取 締 役  

 

 

 

 

 

 

常 勤 監 査 役  

監 査 役  

松本　實藏 

松本　守雄 

田頭　未 

牛尾　哲之 

松本　春代 

手塚　博文 

大川　拓志（新任） 

原　　一雄（新任） 

石見　健三 

藤田　和也 

井上　治 

松元　明 

杉山　正幸 

田中　千秋（新任） 

フジプレアム株式会社 

Fuj i pream Corporat ion (英) 

兵庫県姫路市実法寺116-1 

昭和57年4月14日 

代表取締役社長　松本實藏 

2,000百万円 

PDP用光学フィルター関連事業 

光学製品関連事業 

太陽光発電関連事業 

生産技術システム関連事業　他 

389名 （期間社員、パート含む） 

本社工場・播磨テクノポリス光都工場／研究所 

東京オフィス 

フジサンエナジー株式会社 （設立 平成13年4月） 

東京三菱銀行、UFJ銀行、みずほ銀行 

個人・その他 
5,426名 
83.2％ 



トピックス  
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������� 本社を移転します。 

 
10月より管理本部を集約して管理体制の強化を図り、徹底した情報

管理及び情報の共有化を図り、タイムリーディスクロジャーを実施

いたします。その結果、実態数値の把握は無論、経営方針の決定まで

を迅速に行い、即座に開示できるようコーポレートガバナンス体制

を強化致します。管理本部（経営管理室、経営企画室、総務部）及び研

究開発部が業務を開始致します。 

�������
東京営業所を「東京オフィス」に 
名称を改め、移転します。 

7月1日（金）より当社東京営業所を東京オフィスに名称変更し、下記の

通り移転します。東京オフィスは、ディスプレイデバイス市場やエコエ

ネルギー市場のニーズを的確に捉えて、当社が持つ技術、研究開発の力

をグローバルに展開する拠点となります。 

10月1日（土） 

〒671-2216　兵庫県姫路市飾西３8-１　 

TEL 0792-66-6161(代表)　FAX 0792-66-6738 

※電話番号、FAX番号は変更ございません。 

ＪＲ/山陽電鉄「姫路」駅よりタクシーにて20分 

又はＪＲ姫新線に乗り換え「余部」駅より徒歩15分 

【 移 転 日】  

【 東京オフィス新住所 】 

 

 

【 ア ク セ ス 】  

【 本 社 移 転 日】  

【 本 社 新 住 所 】 

 

 

【 ア ク セ ス 】  

7月1日（金） 

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町3丁目 

2番17号 室町ＩＮビル７F 

TEL 03-6225-5345　FAX 03-6225-5368 

東京メトロ 銀座線「三越前」駅より徒歩1分 

東京メトロ 半蔵門線「三越前」駅より徒歩4分 

ＪＲ 総武線「新日本橋」駅より徒歩1分 

至ＪＲ姫路 

姫
路
西
IC
 

フジプレアム 
東京オフィス 

フジプレアム 
本　　　　社 
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「三大水風景」に触れる 

中国の「赤壁」に似ているところから、江

戸時代にこの名がつけられました。木庭

山の南、海側の絶壁。奇岩、巨岩がいたる

ところに姿を見せる自然美は絶景。海岸

には遊歩道が設けられています。 

播磨の国といえば、あまりにも有名なのが、 

世界文化遺産・国宝の「姫路城」ですが、 

そのほか、みなさんにぜひ知って頂きたい 

素晴らしい眺望が数多くあります。 

今回は、フジプレアムが独自に選ぶ、 

播磨の美しい三大水風景をご紹介します。 

 

鶴嘴山（つるはしやま）の頂か

ら山裾の揖保川の流れの中まで、 

ちょうど屏風を立てたように、

切り立った全長140mの岩脈「屏

風岩」があります。明治27年巨

智部博士によって発表され、国

の天然記念物に指定されました。 

觜崎屏風岩 
揖保川の辺に切り立つ 

雪彦山の麓、林田川支流坪ヶ谷には、階段状

の急斜面を水が流れ落ち、大小の小滝と甌穴

（くぼみ）を連続して作っています。その最大

の甌穴が鹿ヶ壺で、形状がちょうど鹿の寝

姿に似ていることに由来しています。周囲に

は「やすとみグリーンステーション鹿ヶ壺」

のハイキングコースが整備されています。 

鹿ヶ壺 
階段状に連なる甌穴群に水ほとばしる 

（しょうせきへき） 

�水風景 

小赤壁 
海にそそり立つ播磨の「赤壁」 

【住所】 兵庫県揖保郡新宮町觜崎 

【アクセス】J R姫新線「播磨新宮」駅から 

南東へ車で10分 
 

 

【住所】 兵庫県姫路市木場 

【アクセス】 J R/山陽電鉄「姫路」駅より市バス 

「福泊」行で「終点」下車、徒歩約5分 

�水風景 

�水風景 

vol.1

この水風景も捨て難い！ 

（なぐさのたき） 

七種山にある七種の滝は、雌滝・雄滝、以

下48滝あり、県下八景・県観光百選・近

畿観光100景に選ばれています。このう

ち雄滝は、最大の落差72メートルを誇り、

四季折々の風情をみせてくれます。 

七種の滝 
48滝の四季折々の風情を愉しむ 

【住所】兵庫県神崎郡福崎町南田原 

【アクセス】J R播担線「福崎」駅より徒歩1時間30分 

 

播
磨
探
訪

播
磨
探
訪 （しかがつぼ） 

（はしさきびょうぶいわ） 

【住所】兵庫県宍粟郡安富町関 

【アクセス】J R/山陽電鉄「姫路」駅から神姫バス 

「関」行きで約６０分、「終点」下車 

 

フジプレ
アム 

 が選ぶ
 


